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〔目的〉

皮膚の色調は種々の因子により左右されているが，その最も重要なものに melanin 色素がある o

melanocyte は乙の色素を産生する細胞であって，細胞質突起を表皮細胞聞に伸ばしている。その形

態より樹枝状細胞と呼ばれる。表皮 melanocyte の melanin 産生が，細胞内の如何なる小器官で

始まり，如何なる経過をへて melanin 頼粒に干.るのかを形態学的に観察し， 又， 組織化学的には

DOPA 反応を施し，電顕下で観察する事によって melanin 産生を機能的に捕えようとした。表皮

には melanocyte と似た構造を示す鍍金染色陽性の細胞があって， Langer hans 細胞(以下ラ細胞)

と呼ばれているが，乙のラ細胞と melanocyte との関係についても I~] らかにしようと試みた。

〔実験方法並びに成績〕

成人正常皮膚と病的に色素脱失を来たす尋常性j_'J斑部皮膚を用いた。採取した部位は上肢，下肢，

胸部，陰部等である。固定は 1% OS04 ベロナーノレ酢酸緩衝液，又は 696 glutaraldehyde 液で前固

定後， 1 必 0804 ベロナール酢酸緩衝液で後固定した口エタノーノレ系列で脱水， Epon 812 に包埋し

た。 DOPA 反応の電顕的試料は 4% glutaraldehyde 液で前回定後， 0.1必 d-l D 0 P A 燐酸綬

衝液 (pH7.2 37 0 C) 中にて 4 時間の反応後， OS04 で再固定，エタノーノレ系列による脱水後 Epon

lこ包埋した。

正常表皮 melanocyte は基底細胞層にあって，その細胞質内に遊離型，集合型の ribosome，組面

小胞体，良く発達した Golgi 体を持つ。その他， 空胞を多数合みいわゆる蛋白合成能の活発な形態

を示し，この像は表皮細胞の形態とことなる。細胞質内には微細な線維がみられ，殊に突起部では多

数平行して配列している。 melanin 頼粒及びその前段階の melanosome (清寺ら)は一層の限界肢

をもっ頼粒であるが，これらは核周囲より細胞質周辺に多くみられる。消寺らの melanosome !こ似
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た所の表皮 melanocyte 内の頼粒は，紡紐形，長楕円形，梓状であって(長径0.2--0.3μ) ，その内

部には平行した線状構造が多数みとめられる。これらの線状構造の電子密度はさほど高くない。乙の

頼粒と， 完全に内部が黒化した melanin 頼粒との問には， 種々の電子密度をもっ頼粒が観察され

た。ある頼粒では， 同心円状に黒化がみられ， また， ある頼粒では長軸の方向に走る高電子密度の

線状構造がみられる。 melanocyte 内にみられる melanin 頼粒は孤立性に存在し，数個集り更に一

層の限界膜に固まれるという事はない。 DOPA 反応陽性 melanocyte を観察した所，細胞質内に電

子密度の増加があって，細胞質が暗くみえる。径 0.2μ 前後のほぼ円形の頼粒に，粒子状の高い電子

密度の物質のあるのを認めた。一方， DOPA 反応を施したラ細胞には， melanocyte Iとみられるよう

な電子密度の増加の所見はなかった口

疋常表皮層におけるラ細胞は遊離及び集合型の ribosome，粗旧小胞体，発達した Golgi 体，多数

の空胞等がみられ，新l胞質突起を表皮細胞問に伸ばしており melanocyte に似た形態を示している。

melanocyte と同様 desmosome， tonofilament はみとめられない。 melanocyte と異なる点は melarト

osome, melanin 頼粒が存在せずに， Birbeck の頼粒， lysosome 等が存在するととである o Golgi 野

には Birbeck の頼粒が多数観察された。

号;:;?性白班部表皮内には，ラ細胞を認めることができるが， melanocyte, melanin 頼粒はみられな

い。 E常皮膚内で melanocyte が位置している部分には，尋常性白斑では形態的に 2 種類の細胞が存

在する。その 1 つは細胞質内小器官に之しい単調な形態を示す細胞で，核の切れこみが大きく，少数

の遊離型ribosome，小胞がみられるのみである。 tonofilament， desmosome はみられない。乙の細胞

は比較的数多く観察された口他は正常表皮のラ細胞と同様の形態を示した。正常表皮の基底細胞層に

もがi者と同様の形態を示す細胞が観察されたが，乙の細胞の出現のひん度は極めて少なかった。

〔総括〕

正常表皮及び尋常性白斑部表皮の樹枝状細胞を電顕で観察した。その結果

(司 正常表皮 melanocyte における melanin 産生は長径 0.2--0.3μ の紡紐形又は長楕円形の頼

杭の内部に初まるととを観察した。

DOPA 反応を施し電顕で観察した所， melanocyte 内の径 0.2μ 前後の頼粒の上に高電子密度の粒

子の物質をみとめた。ラ細胞には melanocyte にみられたような所見はなかった。

(め 尋常性白斑部表皮基底細胞層には，形態的には 2 種類の細胞が存在しており， 1 つは細胞質内

小椋官に之しい単調な細胞である。乙れと同様の細胞は正常表皮にも存在するが極めて少数である。

他はラ細胞と同様の形態を示す。以上 2 程の細胞と melanocyte とを比較観察した。

論文の審査結果の要旨

人の表皮内で樹枝状の形態をとる細胞に 2 種類あって，基底細胞層内にあるものは melanocyte で

ある。有腕細胞層内にあるものは Langerhans 細胞である。 melanocyte の形態についての光学顕微

鏡ならびに電子顕微鏡による研究は古くから行なわれてきた。そしてその形態についてはかなり知り
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つくされているが，現在も，なお，不明の点が少なくない。

従来， melanocyte には tonofi1ament が存在しないとされていたが， melanocyte 内にも線維様構

造のあることを著者は報告した。 melanocyte のもっとも特長ある機能の 1 つは melanin 形成であ

る。との melanin 形成は melanocyte 内のし 1かなる探官で行なわれるか，種々論義のある所であ

る。著者は乙れを melanosome という小器官に初まることを明確に示説し，しかも melanin 形成

に関係ある DOPA oxidase 活性を DOPA 反応を行なって，電顕的に|月瞭に melanosome 内に

ある乙とを示した。又，病的疾患として尋常性白斑部表皮を観察し，尋常性白斑部表皮基底細胞層に

は従来， Langer hans 細胞が存在するという報告があったが，著者は本研究において Langerhans 細

胞以外に，単調な形態をとる樹枝状細胞のあることを報告し，これと melanocyte との関連について

示l慶した。

以上の研究は今後の表皮樹枝状細胞の研究に大いに貢献するものと考える口
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